
 

 

１２月 20 日にクリスマスリース作りを行いました。丸くした折紙に
シールやふわふわのボールを付けて、モールで飾っていただけるように
しました。細かい作業でしたが、皆さんそれぞれキレイに飾り付けてく
ださいました。職員によるハンドベルの演奏も披露し、楽しいクリスマ
スとなったようです。 

広げるのがちょっと
難しかったけど、き
れいにできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国道 63 号 

南東北通所リハビリテーションセンター須賀川 
電話   (０２４８)７３-３３２９（直通） 

南東北パワーリハビリテーションセンター須賀川 

電話   (０２４８)７３-３１２９（直通） 

ファックス  (０２４８)７２-９５９０（共通） 

営業時間  ８：３０～１７：００       

e-ﾒｰﾙ  ：sukagawaclinic@mt.strins.or.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞ: http://www.sukagawa-clinic.com/ 
 
〒９６２－００３２ 
須賀川市大袋町２０６－２ 
（一財）脳神経疾患研究所 
附属 総合南東北病院 附属 須賀川診療所 
電話 (０２４８ )７３ -３３３１（代表） 
【関連事業所】 
南東北須賀川居宅介護支援事業所 
南東北訪問看護ステーション たんぽぽ 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

職
員
一
同
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

二
〇
二
二
年
は
十
干
が
「
壬(

み
ず
の
え
）」、
十
二
支
が
「寅
」の
年
に
あ
た
る
の
で
、
干
支
は
「 

壬

寅(
み
ず
の
え
と
ら)

」で
す
。
「壬
」は
「妊
に
通
じ
、
陽
気
を
下
に
姙(

は
ら
）
む
」、
「寅
」は
「螾(

ミ
ミ
ズ
）に
通
じ
、
春
の

草
木
が
生
ず
る
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「壬
寅
」は
厳
し
い
冬
を
越
え
て
、
芽
吹
き
始
め
、
新
し
い
成

長
の
礎
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

 

寅
年
生
ま
れ
の
人
の
特
徴
は
、
前
向
き
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
強
く
、
何
事
も
強
い
信
念
と
自
信
を
も
っ
て
挑
ん
で
い

く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
行
動
力
に
加
え
社
交
的
な
た
め
リ
ー
ダ
ー
に
適
し
て
い
ま
す
が
、
自
信
家
で
負
け
ず
嫌
い
な

性
格
か
ら
反
感
を
買
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
寅
年
生
ま
れ
の
有
名
人
は
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
）、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
一
七
七
〇
）、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（一
八
一
八
）、
吉
田
松
陰
（一
八
三
〇
）、
さ
ら
に
は
森
英
恵
（
一
九

二
六
）、
和
田
ア
キ
子
（
一
九
五
〇
）、
松
田
聖
子
（一
九
六
二
）、
本
田
圭
佑
（一
九
八
六
）、
草
彅 

剛
（
一
九
七

四
）、
八
村 

塁
（一
九
九
八
）な
ど
個
性
的
な
超
大
物
の
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

寅
年
に
つ
い
て
昭
和
以
降
を
調
べ
て
み
て
も
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
、
ア
メ
リ
カ
初
の
有
人
宇
宙
飛
行
、
ハ
レ
ー
彗
星
大
接

近
、
一
〇
〇
〇
円
札
発
行
、
急
激
な
円
高
な
ど
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
の
著
し
い
変
化
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
予
想
に
反
し
て
二
〇
二
一
年
も
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
残

念
な
こ
と
に
二
〇
二
二
年
も
感
染
拡
大
や
減
少
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
二
〇
二
三
年
ま
で
も
続
き
そ
う
な
勢
い
で
す
。

と
は
い
え
、
二
〇
二
三
年
以
降
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
脱
出
し
、
ウ
イ
ル
ス
と
本
格
的
に
共
存
す
る
時
代
へと
切
り
替

わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、
少
子
超
高
齢
化
の
日
本
を
襲
う
「
二
〇
二
二
年
危
機
」と
呼
ば
れ
る
時
代
が
待
ち
構
え
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
二
年
度
に
は
団
塊
の
世
代
が
七
五
歳
の
後
期
高
齢
者
に
入
り
始
め
る
こ
と
で
、
医
療

保
険
制
度
に
お
け
る
現
役
世
代
の
負
担
は
拡
大
の
一
途
を
辿
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
医
療
制
度
を
支
え
て
き
た
巨

大
な
仕
組
み
が
「 

こ
の
ま
ま
で
は
健
康
保
険
の
仕
組
み
は
維
持
で
き
な
い
」と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
の
で
す
。
あ
る
資

料
に
よ
る
と
二
〇
一
八
年
度
の
社
会
保
障
給
付
費
の
総
額
は
、
年
金
が
約
五
七
兆
円
、
医
療
費
が
約
三
九
兆
円
、

介
護
費
が
約
一
一
兆
円
で
、
そ
の
ほ
か
諸
々
を
含
め
て
約
一
二
一
兆
円
。
こ
れ
が
二
〇
二
五
年
度
に
は
年
金
が
約
六

〇
兆
円
、
医
療
費
が
約
四
八
兆
円
、
介
護
費
が
約
一
五
兆
円
で
、
社
会
保
障
費
は
約
一
四
〇
兆
円
を
超
え
る
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た
改
革
の
議
論
を
先
送
り
し
た
り
、
都
合
の
悪
い
数
字
や
実
態
を
な

る
べ
く
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
つ
い
に
現
実
味
を
帯
び
て
目
の
前
の
危
機
と
し
て
迫
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
分
岐
点
が
二
〇
二
二
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
て
、
政
府
、
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議

に
は
、
問
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
「
二
〇
二
五
年
問
題
」への
対
応
を
踏
ま
え
た
抜
本
的
な
医
療
保
険
制
度
改

革
の
具
体
策
を
早
急
に
ま
と
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
強
い
信
念
と
自
信
を
も
っ
て
、
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
挑

ん
で
い
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
「
寅
年
」で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

最
後
に
、
総
合
南
東
北
病
院
附
属
須
賀
川
診
療
所
は
、
脳
神
経
外
科
・神
経
内
科
外
来
の
「診
療
部
門
」と
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
部
門
」か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
開
所
時
よ
り
「脳
神
経
専
門
の
診
療
所
」と
し
て
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て

参
り
ま
し
た
。 

本
年
も
職
員
一
同
、
皆
様
に
ご
満
足
頂
け
る
よ
う
心
が
け
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で 

何
と
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

★２０２２年 年始の挨拶★ 
  

 
  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.sukagawa-clinic.com/

